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 ヘラルボニー4周年記念「The Colours!」 
 福祉実験ユニット「ヘラルボニー」が‘違うこと’の価値を問う展覧会を六本⽊・ANB Tokyoにて開催 

 ⾦沢21世紀美術館キュレーターの⿊澤浩美⽒が企画監修、13名の作家の原画を展⽰ 

 六本⽊の地でアーティストの創作活動の⽀援をはじめ、多様な芸術⽂化事業に取り組むANB Tokyo（運 
 営：⼀般財団法⼈東京アートアクセラレーション）は、7⽉16⽇（⼟）から8⽉7⽇（⽇）の期間、ヘラ 
 ルボニーの契約作家を紹介する展覧会『ヘラルボニー４周年記念 The Colours!』を開催いたします。 
  “異彩を、放て。”をミッションに活動する福祉実験ユニット「ヘラルボニー」。知的障害のあるアー 
 ティストの作品の社会実装を進め、福祉を起点に⼒強く新たな⽂化を創り出していくその活動は、さま 
 ざまな⽅⾯から注⽬を集めています。 
  ヘラルボニーの企画アドバイザーに就任した⿊澤浩美⽒（⾦沢21世紀美術館キュレーター）がキュ 
 レーションを⼿がける本展は、個々の「違い」そのものが価値となって社会を彩るというメッセージを 
 13名の作家とともに発信します。ヘラルボニーが掲げるミッションのもと、アートシーンにおける彼ら 
 の作品の価値を⾒直すことで、異彩あふれるカラフルな「違い」こそが尊重される社会の実現を⽬指し 
 ます。 

 公式サイト｜  https://taa-fdn.org/events/2311/ 

  お問合せ：⼀般財団法⼈東京アートアクセラレーション 
    Email：  inquiry@taa-fdn.org  （担当：三⽊、⼩仲） 

    ＊広報⽤画像は下記よりダウンロードください。 
    https://drive.google.com/drive/folders/1llIT8BBpH5Tsm3Ut724m-C4DSktLk9bg?usp=sharing 
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 井⼝直⼈（さふらん⽣活園） 
 《無題》 

 伊藤⼤貴（NPO法⼈あいアイ） 
 《太陽と富⼠⼭》 

 岩瀬俊⼀（やまなみ⼯房） 
 《カメ》 

 岡部志⼠（希望の園） 
 《Scratch Works Yay!Yay!No.20》 

 川上建次（希望の園） 
 《⾶⾏機にキスをする天⽥さん》 

 ⾐笠泰介（個⼈） 
 《ブダペストで朝⾷を》 

 ⽊村全彦（アトリエやっほぅ!!） 
 《ワッフル》 

 国保幸宏（アトリエやっほぅ!!） 
 《Yoda》 

 Juri（希望の園） 
 《Beautiful  chaos of the same rhythm》 

 ⾼⽥祐（⾃然⽣クラブ） 
 《迷路》 

 早川拓⾺（希望の園） 
 《アイドルトレインエキスポ2016》 

 森啓輔（希望の園） 
 《Star Man》 

 中尾涼（やまなみ⼯房） 
 《無題》 
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 プロフィール 

 出展作家 

 井⼝直⼈｜Naoto Iguchi（さふらん⽣活園） 
 街のコンビニと施設のコピー機を使って、⾃分の顔とその時々の気に⼊ったものを写し取ることを毎⽇の⽇課として 
 いる。ガラス⾯に顔を押し付け⾃分でボタン操作し、センサー光の動きと共に⾝体を動かすことで、画⾯に独特の歪 
 みを作り出す。作品中に多⽤されるシールは、施設でのアルミ⽸作業中に剥がした景品応募シールで、これまで何度 
 も当選している。近所のコンビニには20年あまり毎⽇通っており、終わると店員が⼿際よくガラス⾯についた顔の脂 
 を拭いてくれる。 

 伊藤⼤貴｜Daiki Ito（NPO法⼈あいアイ） 
 1984年9⽉25⽇⽣まれ。川越市在住。他⼈との対話はにこやかに、穏やかに、「ハイ」と頷きながら会話できますが 
 後から悩み始めます。⽔泳が特技。遠泳にも挑戦。乗り物に詳しく、⼀⼈で通勤も出来ます。⾃転⾞も⼤好きです。 
 現在（株）際コーポレーションにて画家として就労中。 

 岩瀬俊⼀｜Shunichi Iwase（やまなみ⼯房） 
 1973⽣まれ。滋賀県在住。2008年から『やまなみ⼯房』に所属。ペンを⽤いて⼈物や動物等、モチーフが決まると彼 
 独⾃の視点で余⽩を余すことなく、紙⾯全てにゆっくりと描きこんでいく。彼の内向的で真⾯⽬な性格が作品にも反 
 映され描く線の⼀つひとつがとても丁寧で、まるで細い⽷が絡み合っているかのように繊細に描かれる。⽇常では、 
 ほとんど⾔葉も発することなく意⾒を求めても、顔を⾚らめながら、か細い声で⼀⾔⼝にする程度しかない彼の作品 
 からは、内に秘めた思い全てが放出され、訴えかける⼒強さに満ち溢れている。彼もまた⾃⼰を表現する術を作品制 
 作に⾒出した１⼈であり、これからも彼の世界観は⼤きく広がっていくだろう。 

 岡部志⼠｜Yukihito Okabe（希望の園） 
 1994年⽣まれ。⾃閉症。まつさかチャレンジドプレイス希望の園所属。クレヨンを塗って⾯を創り、⾊を消すように 
 ニー  ド  ル  で  削っ  て  で  き  た  ク  レ  ヨ  ン  の  カ  ス  を  集  め  て、  粘  ⼟  の  よ  う  に  し  て  遊  び  な  が  ら  作  品  を  創  る。  最  近  で  は  ボー  ド  や  キャ 
 ンバスに、クレヨンにポスターカラーを加え着⾊した⾯をニードルで削るといったように、制作⽅法にも幅がでてき 
 ている。実はその削りカスを集めてできたかたまり（本⼈はコロイチと呼んでいる）こそが本⼈にとって本当の作品 
 であり、結果としてできた絵画はただの削り残したカスであり興味はない。 

 川上建次｜Kenji Kawakami（希望の園） 
 1953年11⽉、三重県松阪市⽣まれ。半年後40度の⾼熱におそわれ通院。⼀年後に脳性⿇痺が判明、四肢機能障害、⾔ 
 語機能喪失。⼩学校卒業後、在宅で通院を続けながら独学で絵を描き始める。1997年より、まつさかチャレンジドプ 
 レイス希望の園にて油絵制作を開始し、才能を開花させる。1999年、カナダ・バンクーバーの「環太平洋ミニチュア 
 アート展」での⼊選をはじめ、2012年には、みえ県展・洋画部⾨にて「優秀賞」を受賞。その他多くの受賞歴を重 
 ね、国内外で⾼い評価を得ている。通称と「川上画伯」呼ばれ、親しまれている。 

 ⾐笠泰介｜Taisuke Kinugasa（個⼈） 
 1989年京都市⽣まれ。2歳から絵を描き続ける。⽣きることは描くこと。マジカルとも評される⾊彩感覚と感受性 
 で、光と⾊彩に溢れた世界を描く。そのアートワークは国内外で⾼い評価を受けている。京都市内のギャラリーミラ 
 クルを拠点に、東京・京都・沖縄・札幌・⼤阪・岡⼭・ニューヨークなど、各地で個展を開催。様々な⼤⼿企業コラ 
 ボレーションや製品化、商業空間や公共施設展⽰などプロジェクト多数。京都上御霊神社と京都御所内⽩雲神社の絵 
 ⾺所には、⼤作絵⾺が奉納常設展⽰されている。 

 ⽊村全彦｜Masahiko Kimura（アトリエやっほぅ!!） 
 強い筆圧でぐいぐい。キュニキュニと呼ばれる独特の楔型模様を編み出した。そのため、絵には奥⾏、⽴体感が⽣ま 
 れる。絵の題材は動物から静物画まで様々だが、どの作品も彼独特の画⾵で異彩を放っている。作品は国内外で評価 
 されるが、本⼈は外界の雑⾳には無頓着。 
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 国保幸宏｜Yukihiro Kokubo（アトリエやっほぅ!!） 
 時に独特の不思議なメロディーの歌を⼝ずさみながら⼒強く作画される国保さん。彼の描く絵はもちろん、その不思 
 議な、ちょっぴり哀愁漂うメロディーにも⼼惹かれてしまう。オイルパステルやアクリル絵具を⼤胆に使い、描いて 
 は上描きを繰り返すので何層にも重なった絵はずっしりとした重みがある。 

 Juri（希望の園） 
 1985年⽣まれ。伊勢市在住。NPO法⼈希望の園所属。姉の鉛筆やクレヨンを使い2歳から絵を描き始める。 ⼩学校、 
 中学校では美術の成績はいつも「３」、美術の時間が⼀番苦痛だった。 勉強に明け暮れた中学時代を経て、私⽴皇学 
 館⾼校に⼊学したが、 ⼈間関係、運動、勉強すべてに⾏き詰まり⾼校1年の冬不登校になり統合失調症、対⼈恐怖症 
 を発症。 何もすることがない中、再び絵を描き始める。 25歳で昆⾍などを現在のスタイルで描くようになり、27歳 
 からアトリエ・HUMAN・ELEMENTで制作を開始、 NPO法⼈希望の園と作家契約、2013年から毎年東京でのグルー 
 プ展に参加、その他国内外の展覧会に出品している。 

 ⾼⽥祐｜Yu Takada（⾃然⽣クラブ） 
 東京都出⾝。伊奈特別⽀援学校⾼等部に在学中から、⾃然⽣クラブの太⿎ワークショップに参加し、抜群のリズム感 
 を披露していた。2001年より⾃然⽣クラブのメンバーとなり、農作業や絵画、ダンスなどの表現活動に取り組み、ベ 
 ルギー、⾹港、デンマークなど海外公演にも参加。⽥楽舞いの太⿎で、中⼼的役割を果たす。ダウン症、健康上の不 
 安を抱えながらも豊かな感受性と想像⼒で、その表現の幅を広げている。2013年秋、個展「⾊彩の迷路展」を開催。 

 中尾涼｜Ryo Nakao（やまなみ⼯房） 
 1998  年  ⽣  ま  れ。  滋  賀  県  在  住。  2017  年  か  ら  『や  ま  な  み  ⼯  房』  に  所  属  元々  は  紙  を  切っ  て  ⼤  好  き  な  扇  ⾵  機  の  プ  ロ  ペ  ラ  作っ 
 ては眺めることが好きだった彼だが、職員の書く字を真似たり、窓に指で⽂字をなぞられたりする様⼦から、英字新 
 聞をお渡しすると画⽤紙に模写されたことが絵画に取り組まれるきっかけとなった。英字の他数字の作品も多く、描 
 かれるときは、⼀切の迷いや躊躇は無く、あっという間に描き終えられ、勢いや⼒強さが英字や数字の書体にも表れ 
 ている。⽂字は⾊を変えて筆やペン、時には指を⽤いて何度も上からなぞられることが多く、より作品に深みをもた 
 らしている。最近は⽂字だけでなく、⼈物や⾃分の好きなものを絵にされる作品も⽣まれ、クールな作⾵と合わせて 
 彼独特の感性が作品にも反映されている。 

 早川拓⾺｜Takuma Hayakawa（希望の園） 
 1989  年  ⽣  ま  れ。  三  重  県  ⽟  城  町  在  住。  知  的  障  が  い  NPO  法  ⼈  希  望  の  園  所  属  愛  知、  岐  ⾩、  三  重  で  個  展  開  催、  東  京、  愛  知、 
 三  重、  ド  イ  ツ、  ス  ペ  イ  ン、  中  国、  ベ  ト  ナ  ム  で  の  グ  ルー  プ  展  参  加。  2006  年  第  47  回  松  阪  市  美  術  展  「奨  励  賞」、  2009  年  第 
 61  回  み  え  県  展  洋  画  部  ⾨  「  for  your  Dream  賞」、  2011  年  ポ  コ  ラー  ト  全  国  公  募  展  「オー  ディ  エ  ン  ス  賞」、  2013  年  中  京  テ  レ 
 ビ「24時間テレビ」巨⼤エコキャップアート原画制作に参加、出演2016年第67回みえ県展 洋画部⾨「優秀賞」 
 2019  年     ス  ター  バッ  ク  ス  ×Get  in  touch×  障  が  い  の  あ  る  作  家  「  MAZEKOZE  ART  」  プ  ロ  ジェ  ク  ト  参  加  2020  年  ト  ヨ  ハ  シ  ブ 
 リュト・アートコンテスト「⾦賞」NHKＥテレ「⼈知れず表現し続ける者たちvol.3」で創作⾵景等が放送BS8K「 
 NoArt,  NoLife  早  川  拓  ⾺」  放  送  第  3  回  ⽇  本  財  団  DIVERSITY  IN  THE  ARTS  公  募  展  「⼊  賞」  第  1  回  アー  ト  パ  ラ  深  川  公  募  展 
 「官公庁⻑官賞」 

 森啓輔｜Keisuke Mori（希望の園） 
 1989年⽣まれ。三重県伊勢市在住。同県松阪市「希望の園」所属。12歳のときアトリエ「HUMAN・ELEMENT」で 
 制作を始動。17歳から油絵を始め、全国の公募展や三重県展では毎年⼊選を果たす常連作家。これまでに愛知、岐 
 ⾩、三重で個展を開催。国内だけでなく、ドイツ、フランス、スペイン、中国、ベトナムといった海外のグループ展 
 にも多数参加。現在の明暗際⽴つ⾊彩構成は「希望の園」理事⻑・村林⽒の助⾔から着想をえて確⽴したもの。趣味 
 はテレビゲームと本を読むこと。受賞歴：2015年「アート・カールスルーエ2015（ドイツ）」出品、「パリスアート 
 フェ  ア  2015  （フ  ラ  ン  ス）」  出  品、  2020  年  「第  3  回  ⽇  本  財  団  DIVERSITY  IN  THE  ARTS  2020  」  ⼊  賞、  「第  1  回  アー  ト  パ 
 ラ深川 公募展」優秀賞 

 企画監修 
 ⿊澤浩美｜Hiromi Kurosawa 
 ⾦沢21世紀美術館キュレーター／株式会社ヘラルボニー企画アドバイザー 

 ボストン⼤学（マサチューセッツ州、アメリカ合衆国）卒業後、⽔⼾芸術館（茨城）、草⽉美術館（東京）を経て 
 2003年⾦沢21世紀美術館建設準備室に参加。建築、コミッションワークの企画設置に関わる。2004年の開館記念展以 
 降、多数の展覧会を企画。「オラファー・エリアソン」「ス・ドホ」「フィオナ・タン」「ジャネット・カーディフ 
 ＆ジョージ・ビュレス・ミラー」など、国内外で活躍する現代美術作家と作品を紹介。ミュージアム・コレクション 
 の選定や学校連携や幅広い年齢の来館者に向けた教育普及プログラムも企画実施。2011年City Net Asia（ソウル、韓 
 国）、2017年OpenArt（エレブロ、スウェーデン）、2018年東アジア⽂化都市（⾦沢）にて総合キュレーターを務め 
 る。 
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 関連イベント 

 スペシャルトークセッション  オンライン    
 ⽇        時｜2022 年 7⽉ 18⽇ （⽉・海の⽇） 17:30-21:00（予定） 
 会        場｜オンライン 
 料        ⾦｜無料 
 ※詳細は後⽇WEBに掲載予定 

 展覧会概要 

 タイトル｜ヘラルボニー4周年記念 The Colours! 

 出展作家｜13作家 

      井⼝直⼈、伊藤⼤貴、岩瀬俊⼀、岡部志⼠、川上建次、⾐笠泰介、⽊村全彦、 

      国保幸宏、Juri、⾼⽥祐、中尾涼、早川拓⾺、森啓輔 

 会  期｜2022年7⽉16⽇（⼟）〜2022年8⽉7⽇（⽇） 

 会  場｜ANB Tokyo（2F ポップアップショップ / 3F & 4F 展覧会） 

 会場住所｜港区六本⽊5丁⽬2-4 ）*六本⽊駅から徒歩3分 

 開館時間｜11:00-19:00 

 休  館  ⽇｜⽉曜 ※⽉曜祝⽇の場合は翌⽇に振替 

 ⼊  場  料｜無料 

 主  催｜株式会社ヘラルボニー、⼀般財団法⼈東京アートアクセラレーション 

 企  画｜⿊澤浩美（⾦沢２１世紀美術館キュレーター／ヘラルボニー企画アドバイザー） 

 会場施⼯｜株式会社スーパーファクトリー 

 デザイン｜株式会社Paper Prade 

 公式サイト： 
 https://taa-fdn.org/ 

 公式サイト： 
 https://www.heralbony.jp 
 https://www.heralbony.com 

 法⼈名：⼀般財団法⼈東京アートアクセラレーション 
 所在地：東京都港区六本⽊5-2-4 ANB Tokyo 2F 
 代表者：代表理事 ⾹⽥ 哲朗、共同代表 ⼭峰 潤也 

 会社名：株式会社ヘラルボニー / HERALBONY Co.,Ltd. 
 所在地：岩⼿県盛岡市開運橋通2-38 
 代表者：代表取締役社⻑ 松⽥ 崇弥、代表取締役副社⻑ 松⽥ ⽂登 

 ⼀般財団法⼈東京アートアクセラレーション（Tokyo Art 
 Acclereration [TAA]）は、アートを介して⽂化が息づくエコシステ 
 ムを社会に醸成していくことを⽬指して設⽴されました。 
 六本⽊に新しくオープンしたコンプレックスビル「ANB Tokyo」は 
 その拠点です。意欲的に表現活動と向き合うアーティストのサポー 
 ト、アートを軸にしたコミュニティの形成、展覧会やトークイベン 
 トなどの企画・運営などを⾏なっていきます。 
 また、これらの活動を通して構築される多様なジャンルの⽅々との 
 ネットワークを活かし、ANB Tokyoの外でもアートと社会の新しい 
 接続点づくりに取り組んで参ります。 

 ヘラルボニーは「異彩を、 放て。」をミッションに掲げる、福祉実 
 験ユニットです。 
 ⽇本全国の主に知的な障害のある福祉施設、作家と契約を結び、 
 2,000点を超える⾼解像度アートデータの著作権管理を軸とするライ 
 センスビジネスをはじめ、作品をファッションやインテリアなどの 
 プロダクトに落とし込む、アートライフスタイルブランド「 
 HERALBONY」の運営や、建設現場の仮囲いに作品を転⽤する「全 
 ⽇本仮囲いアートミュージアム」など、福祉領域の拡張を⾒据えた 
 多様な事業を展開しています。これらの社会実装を通じて「障害」 
 のイメージ変容と、福祉を起点とした新たな⽂化の創造を⽬指しま 
 す。社名である「ヘラルボニー」は、知的障害のある両代表の兄・ 
 松⽥翔太が7歳の頃⾃由帳に記した謎の⾔葉です。「⼀⾒意味がない 
 と思われるものを世の中に新しい価値として創出したい」という意 
 味を込めています。 
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